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グローバル化が進展する今日、約 13 億人の人口を擁する中国の食料需給変動が
世界各国の農業生産に与える影響は計り知れない。このため中国における安定的
な農業生産の果たす役割は極めて大きい。その一方で、東西南北に広大な国土を
抱える中国の農業生産は絶えず旱魃や洪水、台風、冷害、雹害などの甚大な自然
災害に晒されており、毎年全耕地面積の約２割で被害が発生している。このよう
な自然災害による被害を如何に軽減するかということは、農業経営の再生産ひい
ては農業発展の重要な課題の一つである。この課題を克服する一つの手段に農業
災害保険がある。農業災害保険に関する先行研究には先進国を対象とした多くの
蓄積があるものの、途上国を対象とした研究は数少ない。 
そこで本論文では、①中国における農業災害保険の史的展開過程を整理検討す
るとともに、諸外国の農業災害保険との比較分析を通じて中国の農業災害保険の
特徴を抽出すること、②自然災害が多く発生しているにもかかわらず農業災害保
険が充分に普及していない広西チワン族自治区柳江県のサトウキビ栽培を対象に 
農業災害保険への加入決定要因を明らかにすること、③さらに柳江県を対象に、
政府の財政支援に依存せず、かつ取引費用の低い天候インデックス保険の導入可
能性について検討することを課題として設定した。 
分析方法はそれぞれ、①では農業災害保険に関する先行研究のレビューと関連
する文献及び各種統計の整理が、②では現地サトウキビ農民を対象とするアンケ
ート調査に基づくプロビット分析が、③では同じく現地サトウキビ農民を対象と
して別途実施したアンケート調査に基づくコンジョイント分析が用いられた。 
分析結果から得られた主な結論は、以下の３点である。第１に、中国における
農業災害保険の歴史は古く、1950 年代初頭から一部地域で家畜保険や綿花、小麦
等を対象に行われていた。その後、人民公社の設立による空白期や改革開放以降
の回復期、衰退期を経て、2005 年から地域特性に応じた５つの国家的試行プロジ
ェクトが実施されている。これらはいずれも中央政府、地方政府による財政支援
依存型が特徴である。第２に、財政支援の少ない柳江県においては、所得が低く
零細規模のサトウキビ農民の潜在的保険需要が高いこと、それと同時に一定水準
の所得と耕地面積を有する農民の需要も高いことから、今後は農民一人当たりの
耕地面積を拡大させる農業構造改革も重要な普及要因である。第３に、天候イン
デックス保険は、ストライク値や保険金、掛金率、無事戻し制度の設定水準次第
で充分に導入、普及が可能であること、そのためにより精緻な気象データを収集
できるインフラ整備も不可欠であること、等々が明らかになった。 
このように本論文は、現地調査等を通じて研究蓄積の少ない中国における農業
災害保険の普及要因を解明したオリジナリティの高い研究である。よって審査員
一同は、本論文の著者に対して博士（農学）の学位を授与するに値すると判定し
た。 
35
